
呉トピックス地域の情報をお届け！

毎
月
第
３
週
は「
ふ
れ
あ
い
活
動
」

大
き
く
育
て

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
種
ま
き

水
稲
育
苗 

新
入
職
員
農
業
実
習

　
呉
地
域
本
部
は
４
月
17
日
か
ら
役
職
員
が
組

合
員
を
訪
問
し
、
要
望
な
ど
を
直
接
聞
く
「
ふ

れ
あ
い
活
動
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
同
本
部
と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る

「
ふ
れ
あ
い
活
動
」
は
組
合
員
、
地
域
住
民
や

利
用
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
幅
広
い
意
見
を

Ｊ
Ａ
の
事
業
や
活
動
に
反
映
さ
せ
、
組
合
員
・

利
用
者
目
線
の
事
業
運
営
に
取
り
組
み
、
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
目
的
。

　
毎
月
第
３
週
を
ふ
れ
あ
い
活
動
週
間
と
定
め

て
、
日
常
業
務
を
通
し
て
恒
常
的
に
活
動
し
役

職
員
が
協
同
組
合
の
原
点
に
か
え
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
「
組
合
員
と
の
対
話
」
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
今
年
度
入
組
し
た
向
井
菜
歩
さ
ん
（
18
）
は

「
新
し
い
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
を
Ｐ
Ｒ
し
、
組
合
員

や
地
域
住
民
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
た
い
。
訪
問

と
い
う
基
本
を
大
切
に
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
呉
地
域
本
部
広
西
支
店
管
内
に
あ
る
広
北
学

童
農
園
で
４
月
17
日
に
呉
市
立
三
坂
地
小
学
校

３
年
生
52
人
が
、
18
日
に
は
善
通
寺
学
園
善
通

寺
幼
稚
園
の
年
長
85
人
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

ま
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
は
例
年
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
利
用
し
て
農
業
体
験
を
取
り
入
れ
、
ど
の
よ

う
に
農
作
物
が
育
ち
収
穫
で
き
る
か
学
習
す
る

た
め
、
農
園
の
種
ま
き
と
収
穫
な
ど
の
作
業
を

Ｊ
Ａ
職
員
と
一
緒
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
営
農
販
売
課
の
職
員
が
種
の
ま
き
方
や

水
の
や
り
方
を
説
明
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は

ぬ
か
る
ん
だ
畑
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
３
粒

ず
つ
種
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
職
員
が
水
や
り
な
ど
管
理
し
、
児
童
は

月
に
１
回
程
度
園
地
を
訪
れ
て
観
察
。
７
月
に

収
穫
体
験
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
呉
地
域
本
部
の
呉
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
水
稲

の
育
苗
が
順
調
に
進
み
、
ハ
ウ
ス
内
は
鮮
や
か

な
緑
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
約
１
３
，

０
０
０
枚
の
苗
を
育
て
、
４
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

生
産
者
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　
４
月
20
日
か
ら
職
員
の
農
業
へ
の
意
識
向
上

と
事
業
の
理
解
を
促
す
た
め
職
員
研
修
の
一
環

と
し
て
農
業
実
習
を
行
な
い
、
同
本
部
の
新
入

職
員
や
渉
外
担
当
者
ら
64
人
が
約
１
カ
月
間
作

業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
実
習
は
営
農
指
導
員
の
指
導
を
受
け
て
、
機

械
を
使
っ
た
播
種
や
ハ
ウ
ス
内
で
の
芽
出
し
、

水
や
り
、
生
産
者
へ
の
苗
の
引
き
渡
し
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
今
年
度
入
組
し
た
呉
支
店
の
平
凌
太
郎
さ
ん

（
23
）
は
「
良
い
苗
を
育
て
、
生
産
者
の
み
な

さ
ん
に
お
い
し
い
お
米
を
育
て
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
丁
寧
に
作
業
す
る
」
と
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

▲縁側で談笑する向井さん㊨と組合員

▲真剣な表情で種をまく園児

▲まんべんなく水やりする平さん

呉地域本部
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イ
チ
ジ
ク

●
摘
芯

展
葉
10
枚
前
後
で
随
時
摘
芯
し
ま
す
。

●
追
肥

果
実
の
肥
大
促
進
を
目
的
に
、
硫
酸
加

里
を
成
木
一
本
あ
た
り
2
5
0
ｇ
施
用
し

ま
す
。

●
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
対
策

成
虫
を
見
つ
け
た
ら
捕
殺
し
ま
す
。

枝
か
ら
木
く
ず
の
様
な
も
の
が
出
て
い

た
ら
、
そ
の
部
分
に
「
園
芸
用
キ
ン

チ
ョ
ー
ル
Ｅ
」
を
注
入
し
ま
す
。
近
年
で

は
、
せ
ん
定
し
た
切
り
口
の
縁
か
ら
も
侵

入
し
て
い
る
の
で
、
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

カ
キ

●
摘
果

摘
果
開
始
は
生
理
落
果
が

終
了
す
る
6
月
下
旬
こ
ろ
か

ら
行
な
い
ま
す
。

摘
果
を
す
る
こ
と
で
、

①
隔
年
結
果
の
防
止

②
果
実
肥
大
の
促
進

③
果
実
品
質
の
向
上

④�

省
力
化
と
作
業
効
率
の
向
上
な
ど

の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

摘
果
す
る
果
実
は
、

①
発
育
不
良
果

②
奇
形
果

③
病
害
虫
被
害
果

④
ヘ
タ
に
傷
が
あ
る
果
実

⑤
地
面
と
接
す
る
果
実

⑥
結
果
枝
の
基
部
や
先
端
の
果
実

⑦
上
向
き
果
な
ど
で
す
。

結
果
枝
の
中
央
部
分
の
下
向
き
で
形
と

肥
大
の
良
い
果
実
を
残
し
ま
す
。

葉
果
比
（
果
実
一
個
に
対
し
て
樹
全
体

の
葉
が
何
枚
必
要
か
を
表
す
比
率
）
は
、

実
が
着
い
て
い
な
い
枝
の
葉
も
含
め
10
～

15
葉
に
一
果
と
し
ま
す
。

モ
モ

●
袋
か
け

仕
上
げ
摘
果
が
終
わ
っ
た
ら
、
袋
か
け

を
し
ま
す
。
モ
モ
は
袋
が
外
れ
や
す
い
の

で
、
止
め
金
を
織
り
込
む
よ
う
に
し
て
隙

間
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
止
め
ま

し
ょ
う
。

●
新
梢
管
理

主
枝
や
亜
主
枝
の
背
面
か
ら
発
生
し
た

枝
は
、
摘
芯
や
ね
ん
枝
（
枝
を
ね
じ
り
曲

げ
る
）
を
し
て
、
枝
の
日
焼
け
防
止
や
翌

年
の
結
果
枝
の
確
保
に
利
用
し
ま
す
。
一

度
に
多
く
の
新
梢
を
切
る
と
生
理
落
果
を

助
長
し
て
し
ま
う
の
で
、
数
回
に
分
け
て

整
理
し
ま
し
ょ
う
。

ス
モ
モ

▽
仕
上
げ
摘
果

5
月
に
引
き
続
き
、
仕
上
げ
摘
果
を
行

な
い
ま
す
。
傷
果
、
変
形
果
、
病
害
虫
被

害
果
を
中
心
に
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

▽
収
穫

大
石
早
生
な
ど
の
早
生
系
品
種
は
収
穫

が
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
の
目
安
は
果
実
の

地
色
が
抜
け
、
果
頂
部
が
赤
み
を
帯
び
始

め
た
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

▽
追
肥
　

成
木
一
樹
あ
た
り
、『
ひ
ろ
し
ま
フ

ル
ー
ツ
元
気
８
６
６
』
を
2
㎏
施
用
し

ま
す
。

▽
摘
芯

結
果
枝
は
先
端
の
実
が
止
ま
っ
て
い
る

部
分
か
ら
8
～
12
葉
で
摘
芯
し
ま
す
。

側
枝
を
更
新
し
た
い
場
合
は
、
6
月
上

旬
ま
で
に
発
生
し
た
枝
を
18
葉
前
後
で
摘

芯
し
ま
す
。

葉
の
密
度
は
、
地
面
に
う
っ
す
ら
木
漏

れ
日
が
差
す
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
摘
果

開
花
後
30
～
40
日
後
（
6
月
下
旬
）
ま

で
に
仕
上
げ
摘
果
を
終
了
し
ま
す
。
1
㎡

あ
た
り
20
～
25
果
程
度
と
し
ま
す
。

MEMO 　
6
月
に
入
る
と
梅
雨
を
迎
え
ま
す
。

曇
雨
天
が
続
く
と
、光
合
成
で
の
養

分
生
産
が
減
少
し
、枝
が
軟
弱
に
徒

長
し
、養
分
競
合
に
よ
る
生
理
落
果

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、園
地
内
が
滞
水
し
根
が
傷

ん
だ
場
合
、天
気
が
良
く
な
る
と
葉

か
ら
の
急
激
な
蒸
散
に
水
分
の
吸
い

上
げ
が
間
に
合
わ
な
く
な
り
、果
実

障
害
や
葉
の
し
お
れ
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

新
梢
の
管
理
も
重
要
で
す
が
、排

水
性
向
上
の
た
め
に
、梅
雨
入
り
ま

で
に
明
渠
な
ど
排
水
路
の
整
備
を
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

家
庭
菜
園

６
月
は
梅
雨
に
注
意

　

梅
雨
の
時
期
は
普
段
よ
り
も
大
量
の
雨

が
降
る
こ
と
に
よ
り
菜
園
内
に
様
々
な
問

題
が
発
生
し
ま
す
。

　

主
な
ト
ラ
ブ
ル
と
代
表
的
な
解
決
法
を

理
解
す
る
こ
と
で
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル

①
野
菜
が
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る

　

長
い
降
雨
が
続
く
と
湿
度
が
上
昇
し
、

病
気
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
カ
ビ
が
増
え

や
す
く
な
り
、
泥
は
ね
も
病
気
を
広
げ
る

要
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
メ
ク
ジ
な
ど
の
多
湿
を
好
む

害
虫
が
発
生
し
や
す
く
な
り
食
害
な
ど
の

問
題
も
発
生
し
ま
す
。

②
野
菜
が
生
育
不
良
に
な
っ
て
し
ま
う

　

梅
雨
が
続
く
と
土
中
の
水
分
量
が
多
く

な
る
こ
と
で
根
腐
れ
や
根
が
窒
息
状
態
に

な
り
酸
素
欠
乏
症
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、

生
育
不
良
や
障
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

③
栄
養
素
の
流
出

　

表
面
が
露
出
し
て
い
る
畑
で
は
大
量
の

雨
で
土
が
流
さ
れ
、
雨
に
溶
け
や
す
い
カ

リ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養
素

が
流
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

梅
雨
に
弱
い
野
菜

　
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
や
ネ
ギ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
、
枝
豆
な

ど
は
土
壌
の
加
湿
に
弱
い
た
め
、
日
々
の

天
気
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
れ
か
ら
の
梅
雨

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

なるほどえ～のぅ!営農情報

落
葉
果
樹

梅雨に備えよう！
マルチング 　表面の土をビニールや藁で覆うことをマルチングといいます。マルチングを行

なうことで土の流出や雨による泥はねを防ぐことができ、雑草の繁殖を抑制する
効果もあります。

雨除け、カバー 　アーチ形の支柱やビニールなどの資材を使って野菜に直接雨が当たらないよ
うにする方法があります。
　土の水分量を保つ以外にも雨が原因で病気が広がるのを防ぐことが出来ます。

高畝、鉢底石を
入れる

　畝を高くすることで水はけを良くし、排水をコントロールすることができま
す。土の中に水が溜まりすぎないようにすることで湿害を防ぐことができます。
　また、プランター菜園の場合は鉢底石を多めに入れることでも水はけを良くす
ることができます。

晴天時に
作業する

　雨の日に剪定などの作業を行なうと根や葉に傷がつき、そこから病原菌が入り
病気になってしまう可能性があります。できるだけ、剪定などの作業は梅雨前に
終わらせておくのがよいでしょう。

1 2
3

キウイフルーツの摘果

1.2.3の順に摘果する

呉地域本部呉地域本部
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ときめき
女性部通信 ＪＡ呉女性部　通常総代会　開催

　ＪＡ呉女性部は４月26日、ＪＡひろしま呉地域本部の農協会館
で「令和４年度ＪＡ呉女性部通常総代会」を開催しました。
　「ＪＡ呉女性部」として最後になる総代会は総代やＪＡ関係者ら
約110人が参加し盛大に行なわれ、令和４年度の活動報告、収支
決算と併せて令和５年度の活動計画と収支予算について提案し、
全議案が承認されました。
　令和５年度はＪＡ女性組織３ヵ年計画「ＪＡ女性　想いを一つ
に　かなえよう 」の実践２年目として食、農、地域の活性化と
仲間づくり、持続可能な農業の実現に向け、女性農業者の育成を
支援し、ＪＡ事業へ積極的に運営参画していきます。
　午後からは各支部が活動を報告。各支部が工夫を凝らした、日本舞踊やコーラス、音頭、紙芝居、体操が披露
されました。会場は歓声と笑い声であふれ、参加したみなさんに楽しんでいただきました。

●舞踊「 壽
ことぶき

  松
しょうちくばい

竹梅」

　三高支部　辻浜 陽子　さん

ＪＡひろしまの誕生
を祝して見事

な舞いを披露いただ
きました。

●紙芝居「にんにん　じんじん」
　呉地区有志

第11回家の光食農教育紙芝居コンクー
ルで最優秀賞に輝いた呉市の姉弟の作品
を披露しました。

●踊り「おこさ節」　高田支部　福永 眞千子　さん

２体の人形を連れての踊りに会場は笑顔に包まれました。

●「江田島・能美島音頭」　江田島地区有志

「ザリガニ」のように見える江田島と能美島。江田島町・大柿
町・能美町・沖美町の４町を紹介した音頭を踊りました。

●コーラス「みんなで歌おう♪」　波多見支部

「みかんの咲く丘」「365歩のマー
チ」「この広い野

原いっぱい」「ふるさと」の４曲を
披露。きれいな

歌声が会場を包みました。

●ＪＡうちわ体操「高校三年生」　江田島地区有志

3Ｂ体操をもとに「ＪＡ呉」と「
ＪＡひろしま」のうち

わを持って体操しました。

●血液さらさら体操「大事な人だから」　会場全員

最後は会場全員で血液さらさら体操を楽しく踊りました。

呉地域本部
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